
日頃の成果を、第 20 回栃木看護学術集会

で発表しました。 

演題名は「回復期リハビリテーション病棟

での認知症患者と余暇活動の有用性」で、リ

ハビリと日々のケア以外の時間を、その人ら

しく過ごせるように、プロファイルや家族か

らの情報を元に、ぬり絵やパズルを余暇活動

として取り入れた結果です。 

 

 

     

 

平成 28 年度 第 5 号  

国際医療福祉大学塩谷病院 看護部だより 

 厳しい寒さが続きますが、回復期リハビリ 

病棟では医師、看護師、理学療法士、作業療法士、

言語聴覚士、社会福祉士がチームとなり、患者様

の残された機能維持、向上を目指しています！ 

～カンファレンス風景～ 

情報共有の大切な時間です。 

 

 

 

新しい介護福祉士さんも加わり、

とても活気ある病棟です。 

チームワークの良い雰囲気の中、

患者様により良いケアができるよう

に日々勉強や努力を惜しまず頑張っ

ています！！ 


